
　10月４日、おぐに保育園で行われた「モンテディオ山形ふれあい
フィールド」。初めてサッカーボールに触る子も、一生懸命楽しそ
うにサッカーボールを追っていた。ミニゲームでは、力一杯ボール
を蹴り込み、ゴールを狙った。

未来に向かって

広 報
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州
を
訪
問

～
継
続
的
な
交
流
を
目
指
し
て
～

コ
ロ
ラ
ド
州
と
小
国
町

　

コ
ロ
ラ
ド
州
と
本
町
と
の
関
わ

り
と
し
て
は
、
平
成
17
年
か
ら
毎

年
、
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
市
に

あ
る
イ
ー
ス
ト
高
校
と
小
国
高
校

に
よ
る
短
期
留
学
を
通
じ
た
相
互

交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
２
日
か
ら
５

日
ま
で
の
４
日
間
、
コ
ロ
ラ
ド
州

で
最
も
歴
史
の
あ
る
「
Ｄ
Ｂ
Ｔ
柔

道
会
」
の
師
範
や
家
族
な
ど
約
20

人
が
来
町
し
、
小
国
柔
道
会
や
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
学
校
訪
問

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ラ
ド
州
ゴ
ー
ル

デ
ン
市
に
は
、ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
・

グ
ル
ー
プ
の
本
社
が
あ
り
、
本
町

中
核
企
業
の
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
㈱

小
国
事
業
所
と
の
関
係
が
深
い
な

ど
、
コ
ロ
ラ
ド
州
と
本
町
で
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
や
つ
な
が
り
が
あ
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ラ
ド
州
の
日
本
に
対
す
る

関
心
は
高
く
、
州
内
の
多
く
の
大

学
で
日
本
語
及
び
日
本
関
連
講
座

を
有
し
、
一
部
の
公
立
小
中
高
等

学
校
で
も
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ 　　▲クアーズテック・グループの本社

　　　（コロラド州ゴールデン市）

　

町
で
は
、
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
９

月
24
日
か
ら
29
日
ま
で
の
６
日
間
、
山
形
県
の
姉
妹
県
州
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州
を
訪
問
し
、
同
州
デ
ン
バ
ー
市
や
ゴ
ー
ル
デ

ン
市
に
お
い
て
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
継
続
的
な

関
係
の
構
築
や
事
業
展
開
に
向
け
、
イ
ー
ス
ト
高
校
や
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ

ク
・
グ
ル
ー
プ
本
社
、
昨
年
度
本
町
を
訪
問
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｔ
柔
道
会
な
ど

と
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド

州
訪
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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■コロラド州の地勢等
　アメリカ合衆国の中西部。西側が米国西部山岳地帯、
東側が大平原地帯。面積は26万９千㎢（全米８番目（日
本の総面積の７割））。州人口は545.7万人（2015年国勢
調査推定）。コロラド州デンバー都市圏の主要経済は、
農業・畜産業、工業・製造業、建設業、流通産業、ハ
イテク産業。また、観光産業にも力を入れ、経済の多
様化を図る。雄大な自然に加え、「シリコン・マウンテ
ン」と呼ばれるほどハイテク産業や研究開発活動が盛
ん。近年は失業率も大変低い（2016年末3.0％）地域。

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
と
の
学
術
・
文
化

交
流
も
活
発
で
、
コ
ロ
ラ
ド
州
と

山
形
県
の
姉
妹
県
州
を
始
め
と
し

て
、
デ
ン
バ
ー
・
高
山
姉
妹
都
市

交
流
な
ど
州
内
９
都
市
と
日
本
の

都
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば

れ
て
お
り
、
学
生
等
の
人
的
交
流

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で

す
。町

の
訪
問
団
が

コ
ロ
ラ
ド
へ

　

こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

コ
ロ
ラ
ド
州
と
の
つ
な
が
り
を
き

っ
か
け
に
、
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
の

促
進
や
今
後
の
継
続
的
な
関
係
構

築
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
締
結
を
見
据
え
た
意
見
交
換
等

を
目
的
に
、
９
月
24
日
か
ら
29
日

ま
で
の
６
日
間
、
仁
科
町
長
を
団

長
と
す
る
13
人
が
コ
ロ
ラ
ド
州
を

訪
問
し
ま
し
た
。
主
な
訪
問
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ブ
・
デ
ン
バ
ー
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
と

は
、
地
域
住
民
の
た
め
に
造
ら
れ

た
公
立
２
年
制
大
学
の
こ
と
で
、

「
望
め
ば
誰
で
も
学
べ
る
」
と
い

う
方
針
を
掲
げ
、
学
費
が
安
く
、

入
学
難
度
が
低
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
、
デ
ン
バ
ー
市
唯
一

の
短
期
大
学
で
、
学
生
数
は
オ
ン

ラ
イ
ン
受
講
生
を
含
め
る
と
約

９
０
０
０
人
。
コ
ロ
ラ
ド
大
学
デ

ン
バ
ー
校
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
州

立
大
学
デ
ン
バ
ー
校
が
同
じ
敷
地

内
に
あ
り
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

の
中
に
は
共
通
の
図
書
館
や
カ
フ

ェ
な
ど
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｄ
に
は
、
将
来
の
青
少
年

相
互
交
流
の
可
能
性
を
調
査
・
協

議
す
る
た
め
に
訪
問
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
を
視
察
し
た
ほ
か
、
エ
ヴ

ァ
レ
ッ
ト
・
Ｊ
・
フ
リ
ー
マ
ン
学

長
や
芸
術
・
人
文
セ
ン
タ
ー
長
、

異
文
化
セ
ン
タ
ー
長
に
本
町
の
Ｐ

Ｒ
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
の
Ｐ
Ｒ
で
は
紹
介
動
画
を
上

コロラド州

コロラド州の位置

ゴールデン市の街並み デンバー市の街並み
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アメリカ合衆国コロラド州を訪問～継続的な交流を目指して～

映
し
た
ほ
か
、
団
員
の
高
橋
泰
弘

さ
ん
（
岩
井
沢
）
か
ら
黒
沢
峠
に

関
し
て
「
小
国
町
に
は
越
後
と
米

沢
を
結
ぶ
街
道
が
通
っ
て
お
り
、

そ
の
内
の
ひ
と
つ
が
黒
沢
峠
で
あ

る
。
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
通
っ

た
こ
と
で
も
有
名
だ
が
、
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
に

つ
い
て
の
著
書
も
あ
っ
て
、
州
の

殿
堂
入
り
も
し
て
お
り
、
さ
ら
に

デ
ン
バ
ー
市
に
は
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ

ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
も
あ
る
。
黒
沢
峠
は
物
流
や
交

流
の
た
め
の
道
で
あ
り
、
牛
や
馬

の
た
め
の
敷
石
が
敷
か
れ
て
い
た

が
使
わ
れ
な
く
な
り
土
に
埋
ま
っ

て
い
た
。
地
域
住
民
が
中
心
と
な

っ
て
復
活
さ
せ
、
今
で
は
多
く
の

人
が
訪
れ
、
黒
沢
峠
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。」

と
い
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
、「
日
本
に
は
整

然
と
し
た
落
ち
着
い
た
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
。
小
国
町
に
も
訪

問
し
て
み
た
い
。
今
後
の
交
流
に

向
け
た
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
大
変
相
応
し
い
プ
レ
ゼ
ン
で

あ
っ
た
。
将
来
的
に
小
国
町
の
中

高
生
と
交
流
で
き
る
よ
う
、
関
係

を
深
め
て
い
き
た
い
。」
と
い
っ

た
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
席
し
た
デ
ン
バ
ー
市

の
担
当
者
か
ら
は
「
デ
ン
バ
ー
市

は
日
本
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ

り
、
高
山
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結

し
て
い
る
。
観
光
や
学
生
の
交
流

も
多
く
、
企
業
と
の
経
済
的
な
つ

な
が
り
も
あ
る
。」
と
い
っ
た
話

も
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
問
団
が
帰
国
し
た
後
、
10
月

16
日
に
は
、
異
文
化
セ
ン
タ
ー
長

　▲CCDで黒沢峠について紹介する
　　高橋泰弘さん

の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ･

ア
ー
ヴ
ァ

イ
ン
氏
が
本
町
を
訪
れ
、
町
長
や

団
員
と
再
会
し
、
今
後
の
本
町
と

Ｃ
Ｃ
Ｄ
の
交
流
の
可
能
性
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

②
イ
ー
ス
ト
高
校

　

毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

小
国
高
校
生
が
短
期
留
学
を
し
て

い
る
イ
ー
ス
ト
高
校
に
、
こ
れ
ま

で
の
お
礼
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
た
関
係
を
構
築
し
て
い

く
た
め
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
高
校
は
デ
ン
バ
ー
市
の
公
立

高
校
で
最
も
歴
史
の
あ
る
学
校
で

す
。生
徒
数
は
約
２
６
０
０
人
で
、

日
本
語
の
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
時
に
は
、
は
じ
め
に
日
本

語
の
授
業
に
参
加
し
、
イ
ー
ス
ト

高
校
の
生
徒
２
、３
人
の
グ
ル
ー

プ
に
訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
が
１
人

ず
つ
入
り
、
平
仮
名
の
問
題
へ
の

サ
ポ
ー
ト
や
、
日
本
語
の
便
利
な

フ
レ
ー
ズ
や
折
り
紙
の
作
り
方
を

紹
介
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
年

齢
も
人
種
も
様
々
で
し
た
が
、
熱

心
に
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
語
の
授
業
は
、
日
本
人

の
先
生
が
担
当
さ
れ
て
お
り
、
短

期
留
学
で
は
小
国
高
校
の
生
徒
も

同
じ
授
業
に
参
加
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

そ
の
後
、
校
長
先
生
な
ど
の
教

職
員
に
対
し
、
小
国
高
校
の
佐
藤

志
野
教
諭
か
ら
「
小
国
高
校
は
全

校
生
徒
81
人
の
小
規
模
校
で
あ
る

が
、
そ
の
分
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

主
役
と
な
り
様
々
な
分
野
で
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
保
小
中
高
一

貫
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
幼
い
頃 ▲小国高校を紹介する佐藤教諭

広報おぐに　2018.11
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アメリカ合衆国コロラド州を訪問～継続的な交流を目指して～

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

③
Ｄ
Ｂ
Ｔ
柔
道
会

　

昨
年
７
月
に
本
町
に
訪
れ
、
小

国
柔
道
会
と
の
交
流
な
ど
を
行
っ

た
Ｄ
Ｂ
Ｔ
柔
道
会
を
訪
問
し
、
小

国
柔
道
会
を
代
表
し
て
加
藤
義
弘

さ
ん
（
松
岡
）
と
久
保
田
治
さ
ん

（
小
国
町
）
の
２
人
が
、
Ｄ
Ｂ
Ｔ

柔
道
会
の
黒
帯
（
初
段
）
取
得
前

の
メ
ン
バ
ー
に
投
の
形
の
礼
法
と

手
技
（
浮
落
、
背
負
投
、
肩
車
）

を
指
導
し
た
ほ
か
、
参
加
者
の
前

か
ら
国
際
教
育
に
は
力
を
入
れ
て

い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
の
修
学

旅
行
や
イ
ー
ス
ト
高
校
で
の
短
期

留
学
も
そ
の
一
つ
で
、
素
晴
ら
し

い
経
験
を
得
て
く
る
。」
と
い
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
町
長
か
ら
、
毎
年
の
留

学
受
入
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も

に
、「
留
学
し
た
生
徒
は
と
て
も

満
足
し
て
帰
っ
て
き
て
、
報
告
会

で
英
語
を
使
っ
て
い
き
い
き
と
発

表
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
若
い

人
た
ち
に
は
、
英
語
を
使
っ
て
国

際
交
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を

広
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。」

▲イースト高校の日本語クラス生徒と教職員と

で
15
の
投
の
形
、
16
の
柔
の
形
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｔ
柔
道
会
か
ら
は
、「
今

回
短
い
時
間
だ
っ
た
の
で
も
っ
と

教
え
て
ほ
し
い
。
乱
取
り
や
試
合

も
し
て
み
た
い
。
双
方
の
友
好
関

係
が
続
き
、
今
後
も
い
い
交
流
が

出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

柔
道
で
の
交
流
の
後
に
は
、
訪

問
団
と
Ｄ
Ｂ
Ｔ
柔
道
会
、
日
系
人

諸
協
力
会
、
在
デ
ン
バ
ー
総
領
事

館
職
員
、
デ
ン
バ
ー
市
職
員
、
Ｃ

Ｃ
Ｄ
職
員
な
ど
を
交
え
た
交
流
会

が
行
わ
れ
、
仁
科
町
長
か
ら
Ｄ
Ｂ

Ｔ
柔
道
会
と
の
今
後
の
関
係
を
大

切
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
旨
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
本
町
特
産
品

と
そ
れ
を
紹
介
す
る
英
文
カ
ー
ド

な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　

久
保
田
治
さ
ん
は
、帰
国
後「
昨

年
７
月
、
Ｄ
Ｂ
Ｔ
柔
道
会
の
小
国

町
訪
問
か
ら
始
ま
っ
た
柔
道
を
通

じ
て
の
交
流
。
今
回
、
柔
道
の
形

の
指
導
と
模
範
披
露
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
お
土
産
と
し
て
、
友
好

の
盾
、
寄
せ
書
き
、
ス
ポ
少
の
子

▲小国柔道会の加藤さんから記念品を贈呈した

ど
も
た
ち
の
写
真
を
持
っ
て
い

き
、
当
日
は
石
塚
さ
ん
に
通
訳
を

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
他
の
メ
ン

バ
ー
に
折
り
紙
で
交
流
し
て
い
た

ＶＯＩＣＥ②

　私は小国の商品をPRしたい
と考え事業に臨みました。特に
地酒・桜川の紹介カードを作成
し、現地で約100枚配りました。
　今回の経験を活かし、コロラ
ドと小国町の間で「人と物」の
交流が継続していけるよう貢献
したいです。

石塚秋恵さん（岩井沢）

ＶＯＩＣＥ①

　コロラドは環境への関心が高い州だと聞
いていましたがその通り。紙ストローや料
理油のリサイクルが日常になっている社会
でした。薪やペレットのストーブも人気の
ようで共通の話題に盛り上がりました。今
後の継続的な交流の種蒔きとなった気がし
ます。これからも多くの町民が関わってい
ける活動につながればいいと思います。

高橋安以子さん（岩井沢）

広報おぐに　2018.11
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アメリカ合衆国コロラド州を訪問～継続的な交流を目指して～

だ
い
た
り
と
、
数
多
く
の
か
た
が

た
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
Ｄ
Ｂ
Ｔ

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見

る
こ
と
が
出
来
、
更
に
交
流
が
深

ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
交
流
が
継

続
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

④
ゴ
ー
ル
デ
ン
市

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
市
は
、
デ
ン
バ
ー

市
か
ら
西
に
約
24
キ
ロ
に
あ
る
都

市
で
、
本
町
経
済
の
中
心
を
担
う

ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の

世
界
本
社
が
あ
り
、
本
町
同
様
に

ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
が
地
域
を
け
ん

引
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
将

来
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

締
結
な
ど
に
向
け
て
市
長
や
地
域

経
済
発
展
課
長
、
議
員
と
の
意
見

交
換
や
本
町
の
紹
介
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
市
内
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

マ
ジ
ョ
レ
ー
・
ス
ロ
ー
ン
市
長

か
ら
は
「
小
国
は
美
し
い
場
所
だ

と
聞
い
て
い
る
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

も
美
し
い
丘
陵
地
。
小
国
町
は
地

形
や
自
然
豊
富
な
点
が
似
て
い

　　▲ゴールデン市長（右から２人目）
　　　に表敬訪問

る
。
経
済
の

中
心
は
ク
ア

ー
ズ
テ
ッ
ク

と
鉱
山
大
学

で
、
ク
ア
ー

ズ
テ
ッ
ク
は

地
域
経
済

に
多
大
な
貢

献
を
し
て
き

た
。
ぜ
ひ
、

こ
れ
か
ら
将

容
や
社
内
の
イ
ベ
ン
ト
、
社
員
同

士
の
つ
な
が
り
な
ど
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
ア
ー
ズ
共
同

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
小
国
事
業
所
で
働
く
若

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
求
め
た
と
こ

ろ
、「
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
で
働
い

て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ

し
い
。
現
在
、
当
社
は
と
て
も
忙

し
く
、
世
界
的
に
も
人
が
足
り
て

い
な
い
た
め
、
会
社
を
い
か
に
魅

力
的
な
も
の
に
し
、
人
を
呼
び

込
め
る
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
周
り
に
い
い
人
が

い
れ
ば
、
ぜ
ひ
誘
っ
て
ほ
し
い
。」

▲クアーズテック㈱小国事業所を紹介する齋藤美穂さん
　　▲ジョナサン・クアーズ共同CEOと
　　　親善文書を取り交わした

来
の
友
好
関
係
を
前
向
き
に
考
え

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

⑤
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
本
社

　

ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ

本
社
で
は
、
毎
年
小
国
事
業
所
の

稲
荷
神
社
奉
納
相
撲
大
会
の
際
に

も
来
町
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
ク
ア
ー
ズ
共
同
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最

高
経
営
責
任
者
）
と
町
長
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た

ほ
か
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
㈱
小
国

事
業
所
に
勤
め
る
齋
藤
美
穂
さ

ん
（
石
滝
）
が
、
小
国
事
業
所
の

紹
介
と
し
て
、
自
分
の
仕
事
の
内
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アメリカ合衆国コロラド州を訪問～継続的な交流を目指して～

と
話
さ
れ
、
ま
た
、「
ク
ア
ー
ズ

は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
て
き
て
お
り
、
小
国
は
ク
ア
ー

ズ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
の
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
と

小
国
町
と
の
間
で
、両
者
の
友
好
・

協
力
・
繁
栄
を
確
か
な
も
の
と
し

て
い
く
た
め
、
親
善
文
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ロ
ラ
ド
州
訪
問
で

は
、
こ
れ
ま
で
関
係
が
あ
っ
た
団

ゴ
ー
ル
デ
ン
市
な
ど

と
の
連
携
に
向
け
て

体
、
学
校
な
ど
に
訪
問
し
、
継
続

し
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と

を
確
認
で
き
た
ほ
か
、
各
所
で
本

町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
展
開
し
た
こ
と

に
よ
り
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

山
形
県
内
で
は
19
市
町
村
が
15

ヵ
国
34
自
治
体
と
の
間
で
姉
妹
・

友
好
都
市
を
締
結
し
て
お
り
、
こ

の
う
ち
山
形
市
や
米
沢
市
、
河
北

町
、
三
川
町
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
内
で
も
姉
妹
・
友
好
都
市

を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
外
を
問
わ
ず
友
好

都
市
を
持
た
な
い
本
町
に
と
っ

て
、
コ
ロ
ラ
ド
州
や
、
特
に
ク
ア

ー
ズ
テ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
本
社
が

あ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
市
と
の
つ
な
が

り
を
強
固
に
し
て
い
く
こ
と
で
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
連
携
・

交
流
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体
と

と
も
に
、
コ
ロ
ラ
ド
州
や
ゴ
ー
ル

デ
ン
市
と
の
連
携
に
向
け
て
、
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ビジネスプランコンテストを開催します!!
～起業・創業のビジネスプラン・アイディア募集中～

　町では、町民が主体的に多様なビジネスを創造し、チャレンジしていくことを支援する
ためビジネスプランコンテストを開催します。優れたプランには、賞金のほか、さまざま
な支援を予定しています。積極的なご応募をお待ちしています。

■募集内容
　　①起業・創業部門　　②起業アイディア部門（高校生・大学生のみ）
■賞金等
　　①最優秀賞50万円ほか　　②起業アイディア賞５万円ほか
■応募締切
　　平成30年12月27日㈭午後５時まで
■プレゼンテーションイベント
　　平成31年２月16日㈯午後１時から
■その他
　　詳細や募集要領などは下記担当までお問い合わせいただくか、町ホームページをご覧
　ください。
■問合先　産業振興課白い森ブランド戦略室（☎87－0821）へ

ＶＯＩＣＥ③

　今回のコロラド州訪問において
は、各所で温かく歓迎していただき、
小国町の魅力をPRすることができま
した。さまざまな意見交換や情報交
換もあり、ますますコロラド州を魅
力的に感じてきました。貴重な経験
をさせていただき、たくさんのかた
がたに感謝の気持ちでいっぱいです。

渡部美行さん（栄町）
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住
民
大
会
で
は
、
本
町
を
視
察

い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
の
田
村

央
（
ひ
さ
し
）
道
路
経
済
調
査
室

長
か
ら
「
道
路
を
取
り
巻
く
最
近

の
話
題
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
長
井
市
、
飯
豊

町
、
小
国
町
の
住
民
が
沿
線
を
代

表
し
て
新
山
道
の
必
要
性
や
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
田
村
道
路
経
済
調

査
室
長
か
ら
は
「
小
国
町
の
企
業

活
動
に
と
っ
て
、
新
山
道
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
小
国
道
路
は
、
昨
年
度
実

施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
を
整
理

し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
対
応
方

針
案
を
決
め
る

段
階
で
あ
り
、

次
回
委
員
会
の

開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
早
く
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
小
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
ル
ー
ト
が
決
ま

れ
ば
、
予
算
の
話
に
な
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
届
け
、
動

か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
思
い

が
届
く
こ
と
で
、
計
画
段
階
評
価

か
ら
事
業
着
手
、
完
成
と
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
新
山
道
）
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
が
、
全
線
の
早
期
完
成
と
財
源
確
保
な
ど
を

広
く
訴
え
る
住
民
大
会
「
長
井
大
会
」
が
、９
月
22
日
、

長
井
市
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
国
や
県
の
関

係
者
、沿
線
住
民
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
新
山
道
の
現
状
と
先
月
行
わ
れ
た
住
民
大
会

を
振
り
返
り
ま
す
。

▲新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会住民大会長井大会

新
山
道
住
民
大
会

「
長
井
大
会
」

　

ま
た
、
意
見
発
表
で
は
本
町
を

代
表
し
て
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
㈱

小
国
事
業
所
小
国
安
全
衛
生
・
環

境
担
当
Ｅ
Ｈ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

伊
藤
弘
行
さ
ん
（
栃
倉
）
が
、「
当

事
業
所
の
事
業
経
営
上
、
道
路
が

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
小
国
町
は
国
道
１
１
３

号
が
唯
一
の
幹
線
道
路
で
、
他
に

迂
回
路
が
な
く
、
物
流
や
車
通
勤

は
全
て
国
道
１
１
３
号
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
山
間
部
を
通

届け !! 沿線住民の熱い思い。
新潟山形南部連絡道路の早期完成を!!

～住民大会「長井大会」開かれる～
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新
山
道
の
早
期
実
現
を

目
指
し
て

る
た
め
、
カ
ー
ブ
や
急
な
坂
道
が

多
く
、
豪
雨
に
よ
る
冠
水
や
土
砂

崩
れ
、
豪
雪
や
雪
崩
の
発
生
に
よ

り
度
々
通
行
止
め
と
な
り
、
物
流

が
停
滞
す
る
ほ
か
、
救
急
患
者
の

搬
送
に
支
障
を
来
た
す
な
ど
、
危

機
管
理
上
非
常
に
重
大
な
リ
ス
ク

が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
万
が

一
、
そ
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た

場
合
、
企
業
価
値
向
上
の
機
会
を

失
い
、
周
辺
地
域
に
少
な
か
ら
ず

マ
イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
す
心
配
が

あ
り
ま
す
。
製
品
の
品
質
や
コ
ス

衆議院議員遠藤利明氏らが
小国道路の現地を視察

　９月22日、衆議院議員の遠藤利明氏と国土交通
省道路局企画課道路経済調査室長の田村央氏が、
本町を訪れ、「小国道路」の３つのルート帯案のう
ち、２つのルート案で通ることが想定されている
赤芝峡付近の状況を視察しました。
　和田賢哉山形河川国道事務所長から３つのルー
ト帯案や赤芝峡の狭あいな現場の状況などについ
て説明を受けていました。

ト
は
、
自
社
努
力
で
解
決
可
能
で

す
が
、
物
流
の
要
と
な
る
道
路
整

備
は
一
企
業
で
は
解
決
で
き
ま
せ

ん
。
沿
線
住
民
や
利
用
す
る
企
業

及
び
団
体
と
連
携
を
強
化
し
、
道

路
整
備
に
対
す
る
運
動
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。」
と
意
見
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
井
市
と
飯
豊
町
を
代

表
し
て
意
見
発
表
を
さ
れ
た
か
た

か
ら
は
、「
太
平
洋
側
だ
け
で
は

な
く
日
本
海
側
に
も
動
脈
と
な
る

こ
の
道
路
が
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ

に
住
む
私
た
ち
の
安
心
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
新
山
道
の
建

設
は
、
私
た
ち
近
隣
住
民
に
と
っ

て
生
活
に
も
仕
事
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
で

き
る
だ
け
早
い
開
通
を
期
待
し
て

い
ま
す
。」。「
新
た
な
道
路
が
で

き
れ
ば
、
山
形
県
の
西
の
玄
関
口

と
し
て
観
光
人
口
の
更
な
る
増
加

が
期
待
さ
れ
、
沿
線
地
域
の
活
性

化
と
滞
在
型
観
光
の
拡
大
に
繋
が

っ
て
き
ま
す
。
国
道
１
１
３
号
を

常
日
頃
か
ら
利
用
す
る
沿
線
住
民

の
一
人
と
し
て
、
新
山
道
の
早
期

全
線
開
通
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▲意見発表を行う伊藤弘行さん

　

新
山
道
の
う
ち
関
川
村
金
丸
地

内
か
ら
本
町
市
街
地
ま
で
の
約
12

㎞
の
区
間
の
「
小
国
道
路
」
は
、

平
成
11
年
12
月
に
「
調
査
区
間
」

に
指
定
さ
れ
、
平
成
27
年
３
月
か

ら
「
計
画
段
階
評
価
」
に
着
手
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
29
年
３

月
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
第
５
回
東
北
・
北
陸
地
方

合
同
小
委
員
会
に
お
い
て
、
３
つ

の
ル
ー
ト
帯
案
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
で
は
、
東
北
中
央
自
動
車

道
お
よ
び
日
本
海
東
北
自
動
車
道

の
段
階
的
な
開
通
に
よ
り
、
縦
軸

の
高
速
道
路
網
が
整
い
つ
つ
あ
る

中
で
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
結
ぶ

横
軸
の
道
路
網
整
備
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
新
山
道

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
や
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
小
国
道
路
の
早
期
の
事
業
着

手
と
と
も
に
、
新
山
道
全
線
の
早

期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
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飯
豊
山
地
の
深
奥
部
を
流
れ
る
大

又
沢
に
は
「
秋
田
小
屋
場
」
と
い
う

地
名
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は
、

明
治
期
頃
に
秋
田
か
ら
来
た
出
稼
ぎ

猟
師
（
秋
田
マ
タ
ギ
）
が
、
猟
を
お

こ
な
う
た
め
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
と

こ
ろ
だ
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

玉
川
で
は
、
秋
田
マ
タ
ギ
が
戦
後
ま

で
来
て
お
り
、
当
地
域
の
狩
猟
文
化

に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た

（
※
）。
そ
の
一
つ
が
、
戦
後
し
ば
ら

く
は
周
り
の
山
々
に
掛
け
ら
れ
て
い

た
オ
オ
モ
ノ
ビ
ラ
（
単
に
ヒ
ラ
と
も

呼
ば
れ
る
）
と
い
う
ク
マ
捕
獲
用
大

型
罠
で
あ
り
、
小
玉
川
の
山
衆
た
ち

は
秋
田
マ
タ
ギ
か
ら
そ
の
作
り
方
を

教
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
オ
モ
ノ
ビ
ラ
は
、
石
な
ど
の
重

し
で
ク
マ
を
圧
し
て
捕
獲
す
る
も
の

で
す
。
重
し
を
載
せ
る
天
井
部
と
ク

マ
が
横
に
逃
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
柵
、
そ
し
て
仕
掛
け
の
部
分
か

ら
な
り
、
そ
の
全
て
が
灌
木
（
か
ん

ぼ
く
）
や
細
木
、
樹
皮
、
蔓
な
ど
の

植
物
素
材
で
で
き
て
い
ま
す
。
現
在

は
法
律
（「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」）
に

よ
っ
て
使
用
が
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
か
つ
て
は
秋
が
深
ま

る
頃
、
木
の
実
を
食
べ
、
脂
を
蓄

え
た
ク
マ
を
獲
る
た
め
に
山
中

の
獣
道
に
掛
け
ら
れ
た
の
で
す
。

小
玉
川
（
長
者
原
）
の
藤
田
栄
一

さ
ん
（
昭
和
６
年
生
ま
れ
）
は

仲
間
と
と
も
に
オ
オ
モ
ノ
ビ
ラ

で
ク
マ
を
獲
っ
た
こ
と
の
あ
る
、

現
在
で
は
数
少
な
い
経

験
者
の
一
人
で
す
。

　
「
俺
が
初
め
て
ヒ
ラ

あ
げ
た
（
掛
け
た
）
の

は
、25
（
歳
）
頃
だ
な
。

そ
の
と
き
は
後
輩
２
人

と
３
人
で
。あ
の
頃
は
、

み
ん
な
組
つ
く
っ
て
や

っ
て
た
ん
だ
、
猟
（
春

グ
マ
猟
）
と
は
別
に
ヒ
ラ
の
組
な
。

　

始
め
る
の
は
10
月
に
な
っ
て
か
ら

だ
。
昔
は
ど
う
し
て
も
稲
刈
り
が
10

月
頭
ま
で
は
か
か
っ
た
か
ら
。
山
奥

の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
掛
け
て
い
く
ん

だ
な
。
そ
れ
で
、
山
さ
１
回
雪
降
れ

ば
、
今
度
は
ま
た
奥
の
方
か
ら
外
し

て
い
っ
て
。
手
前
は
最
後
ま
で
残
し

て
な
。
冬
は
重
し
を
と
っ
て
、
た
た

ま
ね
え
と
（
雪
で
）
つ
ぶ
れ
て
し
ま

う
ん
だ
。
そ
れ
で
も
、
一
度
に
ど
さ

っ
と
降
ら
れ
て
、
外
し
に
行
か
な
い

で
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
ご
で
。

　

オ
ラ
ら
の
組
は
（
一
シ
ー
ズ
ン
）

７
つ
、
８
つ
は
掛
け
た
な
。
だ
い
た

い
３
人
一
組
で
掛
け
る
ん
だ
。
か
な

り
奥
ま
で
行
っ
た
。
梶
川
尾
根
や

梅
花
皮
（
沢
）。
大
又
（
沢
）
だ
ば

セ
ン
ボ
ン
ミ
ネ
辺
り
ま
で
な
。
檜
山

（
沢
）
は
掛
け
な
か
っ
た
。
や
っ
ぱ

り
山
だ
か
ら
、
地
形
的
に
そ
う
な
か

な
か
ね
え
ん
だ
、
い
い
場
所
は
。
材

料
取
り
の
都
合
も
あ
る
し
。
ど
う
し

て
も
場
所
は
限
定
さ
れ
る
ん
だ
な
。

だ
い
た
い
は
前
の
年
掛
け
た
の
と
同

じ
場
所
に
ま
た
掛
け
た
。
多
い
と
き

技
を
綯
う～

人
と
道
具
の
物
語
～

な

そ
の
⑦

▲藤田　栄一氏

▲オオモノビラ
地元のかたがたのご協力のもと学術目的（技術の記録）
で平成30年10月17日に小玉川地区内で復元された。



で
５
頭
ぐ
ら
い
は
獲
っ
た
ん
で
ね
え

か
。
ヒ
ラ
は
肉
く
う
た
め
だ
。
毛
皮

は
ま
だ
シ
ー
ズ
ン
が
早
く
て
、
良
く

ね
え
ん
だ
。
だ
ど
も
脂
は
す
ご
か
っ

た
ぜ
。
体
、
丸
々
し
て
て
よ
。」

　

総
重
量
３
０
０
キ
ロ
以
上
と
も
言

わ
れ
る
重
し
に
耐
え
う
る
、
頑
丈
な

天
井
や
柵
（
マ
エ
ガ
キ
）
を
作
る
た

め
、材
木
の
結
束
に
は
「
ネ
ジ
掛
け
」

と
呼
ば
れ
る
方
法
が
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
柔
ら
か
い
細
木
（
ネ

ジ
柴
）
を
ね
じ
り
な
が
ら
巻
き
つ

け
、
締
め
て
い
く
技
術
で
あ
り
、
ヒ

ラ
掛
け
（
オ
オ
モ
ノ
ビ
ラ
を
作
る
こ

と
）
以
外
で
も
山
で
柴
木
や
丸
太
を

束
ね
る
と
き
や
、
何
本
も
の
丸
太
を

結
ん
で
橋
を
架
け
る
と
き
な
ど
、
か

つ
て
は
日
常
生
活
の
な
か
で「
普
通
」

に
用
い
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
ネ
ジ
柴

に
な
る
木
は
、
ね
じ

っ
て
も
な
か
な
か
切

れ
な
い
、
マ
ン
サ
ク

や
ツ
バ
キ
、
サ
ナ
グ

リ
（
標
準
和
名
リ
ョ

ウ
ブ
）
な
ど
数
種
に

限
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
オ

オ
モ
ノ
ビ
ラ
の
構
造

を
み
る
と
、
植
物
が

そ
れ
ぞ
れ
持
つ
特
性

を
上
手
く
生
か
し
て

作
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
例

え
ば
、
オ
オ
モ
ノ
ビ

ラ
で
は
天
井
に
付
け

た
輪
（
タ
ガ
と
呼
ば

れ
る
）
の
中
に
バ
チ

と
呼
ば
れ
る
木
を
通
し
、
て
こ
の
原

理
で
重
い
天
井
を
吊
り
上
げ
ま
す
。

そ
の
と
き
荷
重
が
か
か
る
タ
ガ
は
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
の
蔓
を
何
重
に
も
編
ん
で

作
ら
れ
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
蔓
は
、
か

つ
て
橋
を
吊
る
の
に
用
い
ら
れ
た
ほ

ど
強
靱
（
き
ょ
う
じ
ん
）
な
素
材
で

す
。
ま
た
、
ク
マ
が
通
る
と
引
っ

張
ら
れ
、
仕
掛
け
（
カ
ナ
メ
）
を
作

動
さ
せ
る
ケ
ヅ
ナ
に
は
、
オ
ッ
カ
ワ

（
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
の
樹
皮
）
で
編

ん
だ
紐
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

細
く
て
も
丈
夫
な
た
め
、
切
れ
に
く

く
、
ク
マ
に
も
気
付
か
れ
に
く
い
の

で
す
。

　

ヒ
ラ
掛
け
に
み
ら
れ
る
植
物
に
つ

い
て
の
深
い
知
識
は
、
狩
猟
採
集
活

動
の
み
な
ら
ず
、
道
具
作
り
や
土
木

作
業
な
ど
、
先
人
た
ち
が
日
常
的
に

野
山
の
植
物
を
利
用
す
る
な
か
で
培

わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
逆
に
言
え

ば
、
そ
れ
ら
自
然
に
関
す
る
豊
か
な

知
識
と
技
術
基
盤
が
、
地
元
の
山
衆

を
は
じ
め
地
域
の
人
々
に
備
わ
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
オ
オ
モ
ノ
ビ
ラ
と
い

う
外
部
技
術
を
取
り
込
み
、
自
分
た

ち
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
然
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
鍛

え
ら
れ
て
き
た
地
域
の
経
験
知
。

そ
れ
は
、
単
な
る
過
去
の
産
物

で
は
な
く
、
山
と
と
も
に
あ
る

暮
ら
し
の
な
か
で
新
た
な
「
豊

か
さ
」
を
生
み
出
し
う
る
土
壌

な
の
で
す
。

※
田
口
洋
美
、
２
０
０
２
年
、「
小
国
マ
タ
ギ

の
過
去
と
現
在
」『
小
国
マ
タ
ギ　

共
生
の
民

俗
知
』（
佐
藤
宏
之
編
、農
山
漁
村
文
化
協
会
）、

２
０
８
～
２
４
９
頁
。　

バチ

カナメ

ケヅナ

②

③
①

罠の仕組み

クマがケヅナに引っ掛かると、カナメ部分
の①が右に引っ張られる。すると、②の横
棒を留めている縦棒が外れ、重しの重みで
バチが③のように跳ね上がり、天井が落下
する。

タガ

→

→

▲罠の右側から見た写真
　（矢印はクマの進入路）

①

▲ブドウ蔓のタガ

ネジ掛け

ネジ柴の枝先の方を
折り曲げ（上左図）、
ねじりながら（上右
図①）そこに２、３
回内側へ巻きつけて
締めていく（上右②図）

① ②



武田双雲氏が講演
～白い森芸術文化講演会～

10月14日
総合センタ－

　書道家の武田双雲氏を招いた白い森芸術文化講
演会が、10月14日、おぐに開発総合センターで開
催され、約120人のかたが来場しました。
　武田氏は「文字の力　言葉の力　生きる力」と
題して講演し、書道で姿勢などの所作が大切にさ
れているのは、心の状況がそうしたところに現
れ、文字にも表れてくること。日々の生活も所作
が影響を与えるため、感謝の心を持ちながら、常
にポジティブな声や態度で生活してほしいと話さ
れました。
　参加者は、武田氏のユーモアを交えた講演に時
折笑いながらも、真剣に聴き入っていました。

習うより慣れること
～白沼地区スポーツ防災フェスタ～

９月23日
旧白沼小中

企業の垣根を越えた交流
～小国がんばれソフトボール大会～

10月13日
クアーズテック㈱

　第７回小国がんばれソフトボール大会（横山利幸
実行委員長）が、10月13日、クアーズテックグラウ
ンドで開催され町内企業６社から７チーム約120人
参加しました。大会では、７チームで変則リーグ戦
が行われ、選手は同僚からの声援を受けながら笑い
あり、真剣勝負ありの白熱した試合を展開していま
した。
　結果は、日本重化学工業チームの４連覇を阻んで
クアーズテックチームが見事に優勝しました。

　白沼地区スポーツ防災フェスタが、９月23日、旧
白沼小中学校前広場で行われ、地区住民など約100
人が参加しました。これは、地区運動会と防災訓練
を融合させて開催しているもので、今年で２回目。
　この日は、訓練放送を合図に各家から旧白沼小中
学校に住民が避難してきたほか、防災講話、炊き出
し訓練、大声コンテスト、消火バケツリレーなどが
行われ、参加したかたがたは、慣れない訓練に、積
極的に参加しながら、防災意識を高めていました。
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例
年
の
ご
と
く
ヘ
ン
ク
サ
虫
も
登

場
し
、
小
国
町
に
来
て
３
年
目
の
秋

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
念
願
だ
っ

た
栗
の
渋
皮
煮
を
作
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
量
は
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
夜
な
夜
な
無
心
に
な
っ
て
鬼
皮

剥
き
に
励
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
10
月
21
日
に
北
部
地
区
の

恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
「
第
26
回

北
部
地
区
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
世

代
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

20
代
～
80
代
の
お
よ
そ
50
人
が
参
加

し
、
年
に
１
回
大
好
き
な
お
酒
を
片

手
に
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
る
姿
は

こ
ち
ら
ま
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。
今

年
は
行
け
な
か
っ
た
と
い
う
か
た

も
、昔
話
か
ら
最
新
の
畑
事
情
ま
で
、

色
々
な
話
題
が
飛
び
交
う
楽
し
い
機

会
で
す
の
で
、
来
年
は
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
ち
ら
も
恒
例
と
な
り

ま
す
が
、
10
月
27
日
に
は
古
田
歌
舞

伎
の
定
期
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
な
ん
と
お
姫
様
役
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
練
習
か

ら
衣
装
合
わ
せ
、
本
番
ま
で
全
て
に

お
い
て
悪
戦
苦
闘
を
し
ま
し
た
が
、

私
な
り
の
お
姫
様
を
全
力
で
演
じ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地域おこし協力隊

野
の ぐ ち

口　達
た つ ひ こ

光

「
３
年
目
の
秋
」

▲世代交流会役員での集合写真

ゲレンデを花いっぱいに
～白い森おぐにスイセンプロジェクト～

10月21日
横根スキー場

　白い森おぐにスイセンプロジェクトの植栽イベン
トが、10月21日、横根スキー場で行われ、町内外か
ら家族連れや友人同士のほかおぐに野球スポーツ少
年団の団員など約200人が参加しました。
　これは、本町の玄関口である横根スキー場にスイ
センを植え、たくさんの花で小国町に来るかたをお
迎えしようと実行委員会が行ったものです。ゲレン
デ上部には白い森ロゴマークをかたどってスイセン
を植栽しました。
　当日は天候に恵まれ、町民の皆さんから寄付して
いただいた５千個の球根と実行委員会で用意した球
根計約１万個を、参加者同士わきあいあいと話をし
ながら１つ１つ丁寧に植え付けていました。イベン
ト終了後には芋煮が振る舞われ、参加者は来春の開
花を今から楽しみにしていました。
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小
国
町
行
政
相
談
委
員
の
齋
藤

恒
助
さ
ん
（
緑
町
）
が
、
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
平
成
17
年
４
月

か
ら
こ
れ
ま
で
13
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
町
民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
各
種
問
題
の
解
決
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
西

置
賜
地
区
行
政
相
談
委
員
協
議
会

の
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
こ

　

平
成
30
年
第
７
回
小
国
町
議
会

臨
時
会
が
、
10
月
12
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算

お
よ
び
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
に２

４
０
７
万
円
を
追
加

　

一
般
会
計
で
は
、
大
雨
に
よ
り

被
災
し
た
町
道
の
災
害
復
旧
経
費

の
ほ
か
、
役
場
庁
舎
の
維
持
修
繕

費
、
高
温
渇
水
に
よ
る
農
業
用
水

確
保
等
に
要
し
た
経
費
の
支
援
費

等
と
し
て
２
４
０
７
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
同
会
計
予
算
総
額

は
、
62
億
９
６
５
万
３
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

■
役
場
庁
舎
西
面
の
水
切
り
の
一

部
が
劣
化
に
よ
り
損
壊
し
、
さ

ら
な
る
劣
化
進
行
と
部
材
落
下

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
修
繕
に

要
す
る
経
費
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
今
年
の
高
温
渇
水
に
よ
り
、
農

業
者
が
取
り
組
ん
だ
農
業
用
水

確
保
の
た
め
の
資
材
購
入
や
揚

水
機
稼
働
な
ど
の
経
費
が
例
年

以
上
に
か
さ
ん
だ
ほ
か
、
８
月

平
成
30
年
第
７
回

　

小
国
町
議
会
臨
時
会

の
豪
雨
に
よ
り
北
部
地
区
内
の

農
業
用
水
路
の
法
面
崩
壊
な
ど

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

小
規
模
災
害
・
高
温
渇
水
被
害

対
策
に
つ
い
て
県
で
緊
急
支
援

を
行
う
制
度
を
活
用
し
、
農
家

の
負
担
軽
減
と
復
旧
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要

す
る
経
費
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
災
害
復
旧
費
で
は
、
５
月
の
集

中
豪
雨
で
発
生
し
た
町
道
樽
口

足
水
中
里
線
お
よ
び
町
道
小
坂

町
朝
篠
線
の
法
面
崩
壊
に
つ
い

て
、
現
年
度
事
業
と
し
て
国
庫

負
担
金
の
認
定
を
受
け
た
こ
と

か
ら
円
滑
に
復
旧
工
事
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要
す

る
経
費
を
措
置
し
ま
し
た
。

温
水
プ
ー
ル
解
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

強
風
被
害
に
よ
り
屋
根
が
著
し

く
損
壊
し
て
い
る
温
水
プ
ー
ル
の

解
体
工
事
に
つ
い
て
、
10
月
５
日

に
町
内
４
業
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
を
行
っ
た
結
果
、
株
式
会

社
髙
橋
工
務
店
に
落
札
決
定
し
、

９
２
８
８
万
円
で
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
な
お
、
工
期

は
平
成
31
年
３
月
29
日
ま
で
と
し

て
い
ま
す
。

齋
藤
恒
助
　
　  

総
務
大
臣
表
彰

さ
ん
が

を
受
賞

れ
ま
で
の
献
身
的
な
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

小
国
町
消
防
団
第
６
分
団
長
の

和
田
修
一
さ
ん
（
焼
山
）
が
、
郷

土
を
護
る
消
防
団
員
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
６
月

か
ら
消
防
団
員
と
し
て
多
く
の
災

害
現
場
で
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
分
団
長
と
し
て
団
員
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
火
災
予
防
意
識
の
高
揚
と
啓
発

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

和
田
修
一
　
　  

郷
土
を
護
る
消
防
団
員
表
彰

さ
ん
が

を
受
賞
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入札結果情報（平成30年９月21日～平成30年10月20日実施）
入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格
H30.10.5 平成30年度町道長者原内川線改良舗装工事 小玉川 H30.12.14 11,527,000 玉川開発㈱ 11,000,000
H30.10.5 平成30年度温水プール解体工事 小国小坂町 H31.3.29 87,630,000 ㈱高橋工務店 86,000,000

H30.10.5 平成30年度道の駅農産物・物産特産品直売所整
備工事 小国小坂町 H31.3.29 43,960,000 安部工業㈱ 43,500,000

H30.10.11 平成29年度繰越明許費小国３地区農地耕作条件改善
事業町原排水路整備工事 町原 H30.11.21 1,530,000 斎藤建設㈱ 1,450,000

H30.10.15 平成30年度町営住宅幸町団地（45－１－５・６）
解体工事 幸町 H30.11.30 3,394,000 ㈱横川建設 3,300,000

H30.10.16 平成29年度繰越明許費小国３地区農地耕作条件
改善事業五味沢排水路整備工事 五味沢 H30.11.27 4,775,000 安部工業㈱ 4,700,000

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

単位（円）

秋の火災予防運動の実施について
平成30年度全国統一防火標語

「忘れてない？  サイフにスマホに  火の確認」
　秋季火災予防運動を11月９日㈮～15日㈭
まで実施します。運動期間中は、午前７時と
午後７時に防災ラジオから注意喚起が放送さ
れます。また、11月11日㈰午前９時から12
時まで町消防団の消防自動車が火災予防パ
レードで町内を巡回します。
■問合先　町民税務課（☎62－2260）また
は消防署小国分署（☎62－2154）へ

除雪機械を貸し出します
　大型機械での除雪が困難な歩道や生活道
路等を対象に、ハンドガイド式小型除雪機
械（35馬力）を貸し出します。
■対象者　①町に居住する２世帯以上で構
成する任意団体②町長が特に認める個人
または法人

■貸出台数　５台
■募集期間　11月１日㈭～16日㈮
■貸出期間　11月下旬～平成31年３月31日㈰
■申込・問合先　地域整備課建設管理担当
　　　　　　　　（☎62－2431）へ

奨学金の貸与を受けている若者の
本町回帰を支援します（市町村連携枠）

　町では、若者の本町回帰・定住を促進する
ため、山形県と連携して、奨学金の貸与を受
けている大学生等に対し、奨学金の返還支援
事業を実施しています。
■募集定員　４人
■対象者　次の項目をすべて満たすかた
　①県内の高等学校等を卒業したかた
　②国内の大学等に在学中のかた
　③�日本学生支援機構の第一種または第二種

奨学金の貸与を受けているかた
■助成内容　大学等を卒業後、６カ月以内に
町内に居住して県内企業に就業し、かつ３
年以上居住、就業を続けた場合に、最大で
124万８千円の助成が受けられます。
※なお、その他にも諸条件がありますので、
応募の際にご確認ください。

■応募期間　平成30年11月30日㈮まで
■応募・問合先　総務企画課政策企画担当
　　　　　　　　（☎62－2264）へ

白い森おぐに教育フォーラム2018

　保小中高一貫教育のスタートを迎えるにあ
たり、一貫教育の意義や小国町合同学校運営
協議会と白い森地域学校協働本部による地域
一体となった教育の必要性等を理解していた
だき、保小中高一貫教育を推進するため、白
い森おぐに教育フォーラムを開催します。
■日　時　11月23日㈮13：00～16：00
　　　　　受付12：30～
■場　所　おぐに開発総合センター
■対　象　どなたでも
■内　容
　①開会行事
　②白い森おぐにの教育全体構想の説明
　③幼児・児童生徒による実践発表
　④講演
　　青森中央学院大学教授　髙橋　興　氏
　⑤閉会行事
■問合先　教育振興課教育振興室
　　　　　（☎62－2141）へ
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ご
案
内

募
集

お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
３
・
４
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
２
・
３
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り

③
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
対
象

▽
世
帯
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
同

居
す
る
か
た
が
配
偶
者
ま
た
は

60
歳
以
上
の
親
族
で
あ
る
こ
と

④
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

３
８
０
０
０
円

■
対
象　
町
内
事
業
所
に
お
勤
め
の
か
た

①
～
④
共
通

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

11
月
12
日
㈪

◎
入
居
時
期　

11
月
下
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
室
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会

　

事
業
者
の
か
た
を
対
象
に
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
14
日
㈬

　
　
　
　

15
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
集
会
室

■
問
合
先

　

長
井
税
務
署
調
査
部
門
（
☎
84

‐
１
９
３
４
・
１
９
４
４
）
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
し

て
い
る
責
任
技
術
者
で
、
登
録
の

有
効
期
限
が
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
の
か
た
は
、
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

■
該
当
者　

登
録
有
効
期
限
が
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
か
た

■
必
要
手
続
き　

①
登
録
更
新
の

申
請　

②
更
新
講
習
会
の
受
講

■
更
新
申
請
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈮

■
申
請
・
問
合
先

　

地
域
整
備
課
水
道
業
務
担
当

（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

白
い
森
杯
柔
道
大
会
２
０
１
８

■
日
時　

11
月
24
日
㈯
９
時
～

■
場
所　

小
国
町
民
総
合
体
育
館

■
内
容　

新
潟
山
形
両
県
か
ら
90

チ
ー
ム
以
上
参
加
予
定
。
男
子

Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
女
子
の
部
の
団

体
戦
と
両
県
参
加
選
手
の
中
か

ら
の
選
抜
選
手
に
よ
る
県
選
抜

対
抗
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。
25
日

㈰
に
は
合
同
練
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
問
合
先　

小
国
町
柔
道
会
佐
々

木
（
☎
０
９
０
‐
７
２
７
９
‐

０
１
３
１
）
へ

■
日
時　

11
月
24
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

平
成
31
年
分
収
入
保
険
の
加
入
申

請
が
ま
も
な
く
締
め
切
ら
れ
ま
す

　

現
代
の
農
業
経
営
は
、
自
然
災

害
だ
け
で
な
く
多
く
の
リ
ス
ク
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
入
保
険

は
、
す
べ
て
の
農
作
物
の
販
売
収

入
を
補
償
す
る
今
ま
で
に
な
い
新

し
い
保
険
で
す
。
ご
加
入
を
検
討

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　

11
月
30
日
㈮

■
問
合
先　

山
形
県
農
業
共
済

組
合
置
賜
支
所
収
入
保
険
推

進
課
（
☎
０
２
３
８
‐
27
‐

７
０
１
７
）
へ

■
場
所　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー

■
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
そ
の
他　

上
映
終
了
後
み
そ
玉

と
お
に
ぎ
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
申
込
・
問
合
先　

実
行
委
員
会

山
口
（
☎
65
‐
２
４
３
２
）
へ

食
育
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
い
た
だ
き
ま
す
」
自
主
上
映
会
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今月の納税
　�　11月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

● 1 1 月 2 6 日 ㈪　水道料��
●  1 1 月 3 0 日 ㈮　
　国民健康保険税・後期高齢者保
険料、介護保険料、下水道料�、簡
易水道料、住宅使用料、保育料、
児童福祉使用料
■問合先
　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０１８．１１

＊子育て支援センターから＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。町ホームページに求人情報を掲載しています。

　 右 の 表 は10月19日 現 在 で ハ ロ ー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ。

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場
月～金 ９：30～11：30・13：00～15：30

（水・金は午後のみ）
不要

30日㈮はお休みになります。

■対象者　なかよし広場・子育て講座　就学前のお子さんとお家のかた
■ その他　平日はいつでも子育て相談に応じています。また、白

百合保育園（水曜午前）、すみれ保育園（金曜午前）でも同様の
場所を設けています。詳細は各保育園にお問い合わせください。

■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）・
　白百合保育園（☎62－2436）・すみれ保育園（☎62－5284）

■11月の広場日程　

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間
㈱TTM山形サテライト （派）マシンオペレーター ４人 ８：20～16：50他
おぐに白い森㈱ 応接員 ２人 ８：00～17：00他
クアーズテックマシナリ㈱ 技能職 ２人 ８：20～17：10
㈱トラスト・テック仙台オフィス（派）金属加工業務他１職種 計６人 ８：20～16：50他
クアーズテック㈱小国事業所 製造工 ５人 ８：20～16：50他
社会福祉法人　小国福祉会 介護員、介護員【年度更新】 計２人 ６：30～15：30他
長谷川工業㈱ マシニングオペレータ ２人 ８：30～17：00

㈱横川建設 事務員、現場管理（1・2級土木
施工管理技士）、作業員他４職種 計９人 ８：00～17：00

安部工業㈱ 一般作業員 １人 ８：00～17：00
斎藤建設㈱ 一般作業員 ２人 ８：00～17：00

遠藤建設㈱ 一 般 作 業 員、 重 機 オ ペ レ ー
ター、土木施工管理技士 計４人 ８：00～17：00

荒川興業㈱ 製造加工【モーター用ブラシの加工】
【アークカーボン加工】、経理事務 計10人 ８：20～17：10他

医療法人社団  緑愛会  満天の家 介護職（交替制） １人 ６：45～15：45他

小国町森林組合 伐採・集材・造林・保育作業員、
運転業務（トラック運転手） 計３人 ７：30～17：00

㈲三栄自動車工業 自動車整備士 ２人 ８：30～17：30
㈱山芳工務店 電気設備工 ３人 ９：00～18：00

山和建設㈱ 一級または二級土木施工管理技士
および建築施工管理技士、事務員 計７人 ８：00～17：00他

アクサ生命保険㈱長井営業所 商工会議所・商工会共済・福
祉制度推進スタッフ ２人 ９：15～16：15他

UTエイム㈱新潟キャリアセンター （派）半導体用治具の製造作業 ７人 ８：20～16：50他
ひさご電材㈱小国工場 生産管理業務 １人 ８：20～17：10
小国グリーンエナジー合同会社 配達・ストーブメンテナンス １人 ８：00～17：00
太平ビルサービス㈱置賜営業所 （請）日常清掃業務 １人 ９：00～11：00
ヤマト運輸㈱長井支店 集配ドライバー ２人 ８：30～11：30他

休日当番担当歯科医のお知らせ
11月３日㈯ 長井　村上歯科クリニック 0238－83－3650

11月４日㈰ 南陽　すまいる歯科 0238－43－8143

11月11日㈰ 米沢　万世歯科クリニック 0238－28－0820

11月18日㈰ 米沢　中條歯科医院 0238－24－2085

11月23日㈮ 高畠　わたなべデンタルクリニック 0238－56－3888

11月25日㈰ 米沢　高橋歯科医院 0238－23－8888

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　11月30日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成30年７月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　11月30日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成29年11月生まれ
　■２歳児歯科健診
　・期　　日　11月21日㈬　　
　 ・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　平成28年３月、４月、
　　　　　　　５月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他
　　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　健康管理センター
　　　　　　（61－1000）へ

11月の
保健カレンダー
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相　談

▽年金相談
■日　時　11月21日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場
■対応者　米沢年金事務所職員
■その他　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽特設人権相談
■日　時　12月７日㈮
　　　　　10：00～15：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽行政相談
■日　時　12月１日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　役場
■対応者　行政相談員　齋藤恒助��氏
■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ

▽弁護士無料法律相談
■日　時　12月７日㈮
　　　　　10：00～15：00
■場　所　総合センター
■対応者　町顧問弁護士
■その他　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ

■日　　時　11月18日㈰８：00受付
■対　象　者　小学３年生以下
■持　ち　物　室内シューズ、飲み物など
■参　加　費　１チーム1,000円
■申込期限　11月13日㈫

あいべイベント11月の

◇その話は今日はやめておきましょう
◇定と茂吉の間
◇里山奇談
◇凍てつく海のむこうに
◇繕う暮らし

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～
井 上 　 荒 野
水 野 　 忠 興
c o c o 他
ルータ・セペティス
ミ ス ミ ノ リ コ

■申込・問合先
　　　（☎62－5808）

町内の空間放射線量
～数値も人体に対して影響のない水準です～

■10月９日㈫の空間放射線量

※測定値は地上から50㎝の高さの値で、単位
は１時間あたりのマイクロシーベルトです。

測定場所 測定値（μSv/h）
小国小学校　グラウンド 0.04

■問合先　町民税務課町民生活担当へ

■日　時　11月11日㈰８時出発
■集　合　町民総合体育館
■内　容　新潟市内パワースポット白山神社・新潟県
護国神社を歩こう（歩いて移動）

■その他　小雨決行

■日　時　11月13日㈫９：30～11：45
　　　　　受付９：00～
■場　所　小国町民総合体育館高齢者体育室
■対　象　おおむね60歳以上のかた
■内　容　３ゲームの合計点で競います。
■参加料　100円（保険料等）
■その他　内履きが必要です。飛び賞などの賞品を
用意しています。

■申込期限　11月６日㈫
■申込・問合先
　小国町老人クラブ連合会（小国町社会福祉協議会）
　（☎62－2825）へ

公式ワナゲ大会のご案内
　公式ワナゲの個人戦です。日頃鍛えた腕を試して
みませんか。初心者、老人クラブ未加入者、大歓迎！
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ  ☎62－5808　●小玉川振興事務所  ☎64－2008　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200　●訪問看護ステーション  ☎61－1002
●斎場夜間受付（17:00～21:00） ☎023－645－3077
●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/



戸籍のまど戸籍のまど

矢 部
本 間
齋 藤
小 山
小 関
渡 部
片 倉
桑 島
村 田

兵 庫 舘
小 玉 川
緑 町

北
増 岡
岩 井 沢

北
北

小国小坂町

安太郎
百合子
靜 子
幸 雄
きん子
み わ
良 三
タマヨ
鐵 己

（82）
（92）
（88）
（70）
（70）
（83）
（93）
（93）
（77）

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（平成30年９月30日現在）

人口　男・・・3,782 人 （－ 12）
　　　女・・・3,827 人 （－   5） 
　　　計・・・7,609 人 （－ 17）
世帯数　　    3,074 世帯  （－    9） 

（ ９ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

編集後記

兵 庫 舘 美
み

稀
き

田部井 貴 浩
友 美（

東 原 愛
あ い り

理渡 部 哲 也
し ず か（

東 原 拓
た く と

翔伊 藤 拓 磨
愛 恵（

結婚おめでとうございます。

小 股
長 井 市

槙 悟
杏 奈（ 安 部

鈴 木

　1992年に本町で操業を始めた大幸TEC㈱は、ラッパ
のマークで有名な正露丸を製造・販売する大幸薬品株
式会社（大阪府）の国内唯一の子会社です。大幸TEC㈱
では、正露丸やセイロガン糖衣Ａ、正露丸クイックＣ
の主成分となる木クレオソートのほか、木クレオソー
トを生成する段階で得られる木酢液を製造していま
す。医薬品の製造許可を得て木クレオソートを製造し
ている例は数少なく、同社はその先駆けです。親会社
の大幸薬品㈱では正露丸やセイロガン糖衣Ａを国内だ
けでなく、アジアや北米でも販売をしており、それら
の製品には、大幸TEC㈱で造られた木クレオソートが含
まれています。
　同社に平成13年に入社し、現在、製造課職長を務め
る新澤俊さん（伊佐領）は、「私は、当社製品の木クレ
オソートなどの年間生産計画の立案や生産状況の進捗
管理などを行っています。木クレオソートの原料とな
る木タールは天然物のため、抽出できる量が決まって
いません。また、木タールから原料となる木クレオソー
トができるまで８工程あるため、状況に応じて生産現
場のかたがたと話をしながら生産量の調整もしていま
す。みんなで計画通りに生産できた時はとても達成感
がありますし、何より安全作業で１日が終えられた時
がうれしいですね。また、ドラッグストアなどで正露
丸を手にする人を見ると嬉しくなりますね。」と話して
くださいました。
　大幸TEC㈱では、自立・共生・創造を基本理念としな
がら、世界中のかたがたに健康という大きな幸せを提
供するために、医薬品原料の生産拠点としてたゆまぬ
努力を続けています。

仕 事
図 鑑

vol.7

▲工程分析結果の確認をする新澤さん

小国小坂町 瑠
る

椛
か

田 村 祐 介
亜 実（

大幸ＴＥＣ株式会社
代 表 者　事業所長　原　政道
従 業 員 数　14人
所 在 地　小国町大字田沢頭字平林638-7
事 業 概 要　木クレオソートおよび木酢液の製造

　

昼
と
朝
晩
の
気
温
差

が
増
し
、
周
囲
の
山
々

が
紅
葉
の
盛
り
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
11
月
は
、

４
日
に
「
お
ぐ
に
再
発

見
自
然
の
恵
み
大
感
謝

祭
」と「
お
ぐ
に
鍋
ま
つ
り
」、

11
日
に
は
本
町
出
身
の
山
遊

亭
金
太
郎
師
匠
の
噺
家
40
周

年
記
念
の
寄
席
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
ま
さ
に
小
国
の
食

欲
・
芸
術
文
化
の
秋
の
訪
れ

で
す
。
秋
の
お
ぐ
に
を
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
た
い
も

の
で
す
。

（
斎
藤
）
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●小国町役場　☎62－2111㈹fax62－5464
●行政管理室・管財危機管理室　☎62－2112　●企 画 財 政 室　☎62－2264　●会　計　室　☎62－2406
●住民窓口担当・町民生活担当　☎62－2260　●国保医療担当　☎62－2261　●税政管理室　☎62－2403
●白い森ブランド戦略室・移住定住促進室　☎87－0821　●商 工 観 光 室　☎62－2416　●農林振興室　☎62－2408
●建設管理室　☎62－2431　●建設技術室　☎62－2432　●議会事務局　☎62－2448



無
言
の
語
り
部
た
ち
Ⅱ

そ
の
⑦

詳
。
尊
像
は
昭
和
初
期
の
も

の
で
、
小
国
町
岩
井
沢
の
石

工
、
俗
に
神
納
石
屋
の
作
で

あ
る
。（
中
略
）
尊
像
は
縦

97
セ
ン
チ
、
横
45
セ
ン
チ
の

長
方
形
の
岩
板
に
半
陽
刻
の

石
像
で
あ
る
。
像
高
76
セ
ン

チ
、
髪
は
弁
髪
、
左
右
に
垂

ら
し
、
恐
ろ
し
い
面
相
で
、

右
手
に
は
稍
長
目
（
し
ょ
う

ち
ょ
う
も
く
）
の
剣
、
左
手

に
は
丈
夫
な
羂
索
（
け
ん
さ

く
）
を
も
ち
、
猛
火
を
光
背

に
し
て
い
る
。」
と
あ
り
ま

す
。

　

長
沢
サ
ロ
ン
に
お
集
ま
り

の
か
た
が
た
は
、「
こ
の
不

動
尊
は
昔
か
ら
目
の
神
様
だ

の
滝
つ
ぼ
の
中
に
水
し
ぶ
き
を
浴

び
な
が
ら
「
不
動
尊
」
像
が
鎮
座

し
て
い
ま
す
。

　
『
小
国
の
信
仰
』
に
よ
る
と
、

「
不
動
尊
の
創
立
の
事
情
等
は
不

「
不
動
尊
」（
長
沢
）

　

越
中
里
と
長
沢
の
間
、
県
道
五

味
沢
小
国
線
の
道
脇
す
ぐ
の
と
こ

ろ
に
長
沢
不
動
尊
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
宮
の
す
ぐ
そ
ば
に
小
滝
の

あ
る
小
沢
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ

と
言
わ
れ
て
い
て
、
昔
は
季
節
の

変
わ
り
目
な
ど
で
目
が
霞
ん
だ
り

す
る
と
き
に
こ
こ
の
水
で
目
を

浸
し
た
り
し
た
も
ん
だ
。
不
動
さ

ま
が
後
ろ
に
火
を
背
負
っ
て
る
か

ら
、火
の
神
様
で
も
あ
る
ん
だ
な
。

今
で
も
、
毎
年
10
月
28
日
に
お
祭

り
を
し
て
て
、
当
日
は
、
早
朝
に

お
宮
に
集
ま
っ
て
、
周
り
の
草
刈

り
や
清
掃
を
し
て
、
そ
し
て
、
法

印
様
に
祈
と
う
を
あ
げ
て
も
ら
っ

て
る
ん
だ
。
そ
の
後
の
直
会
は
、

今
は
公
民
館
で
や
る
け
ど
、
公
民

館
が
で
き
る
前
は
、
各
家
々
の
回

り
番
で
や
っ
て
た
ん
だ
。」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲長沢の不動尊像

　

地
域
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
を

し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、
ま
た
、
現

在
も
毎
年
祭
り
を
行
い
な
が
ら
不

動
尊
を
地
域
の
宝
と
し
て
守
り

続
け
て
い
る
長
沢
地
区
。
こ
の
よ

う
な
敬
け
ん
な
信
仰
心
に
よ
る

た
め
か
、
長
沢
地
区
で
は
１
５
０

年
以
上
無
火
災
で
あ
る
そ
う
で

す
。
昭
和
41
年
３
月
７
日
に
当
時

の
安
孫
子
藤
吉
山
形
県
知
事
か
ら

「
１
０
０
年
無
火
災
」
の
表
彰
状

も
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
暮
ら
し
に
深
く
根

差
し
た
信
仰
が
集
落
の
安
寧
（
あ

ん
ね
い
）
に
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
す
。　

広報おぐに　2018.11
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